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No. 264

第１回臨時会（令和8年１月28日）
第１回定例会（令和8年３月２日～19日）
◆新年度の予算が決まりました
◆中期行財政運営プラン特別委員会を設置
◆複合施設整備特別委員会の調査を終了
◆可決した条例、決議など
◆議会基本条例に関するパブリックコメントを実施
◆一般質問

政務活動費収支報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2～3P
・・・・・・・・・・・・4P
・・・・・・・・・・・・・・4P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～6P
・・・・7P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8～15P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

議会報告会
小グループに分かれて行う「意見を聴く会」を初開催！ 皆さんの声を聴かせてください！

2026

6.3 水
18：00
20：00

（深川市１条９番19号）

深川市民

経済センター ３階 多目的ホール会場

対象

18：00～19：00第１部 第２部

各委員会の活動報告
①

②

③

④

総務経済常任委員会
　水道料金の見直しについて
厚生文教常任委員会
　北新小学校の統合について
予算審査特別委員会
　令和８年度当初予算について
議会改革特別委員会
　議会基本条例とペーパーレスの推進
　について

19：00～20：00

意見を聴く会
　小グループに分かれ、テーマに基づき、
日頃感じている、まちへの関心や困りごと
など、市民の皆さんの声をお聴きし、今後
の議会活動に生かしてまいります。

深川の暮らしで
　　もっとよくしたいこと

テーマ

事前申込は不要です
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Pick Up
新年度予算

各会計総額 354億5,498万円各会計総額 354億5,498万円
うち一般会計 201億6,000万円うち一般会計 201億6,000万円

決
可

第
１
回
定
例
会

議
案
・
審
議
結
果
の
あ
ら
ま
し

 

３
月
２
日
開
会
の
第
１
回
定
例
会
に
提
案
さ

れ
た
議
案
は
、
条
例
６
件
、
令
和
７
年
度
補
正

予
算
８
件
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
７
件
、
決

議
２
件
、
意
見
書
１
件
、
付
議
事
件
５
件
の
合

わ
せ
て
29
件
で
し
た
。

 

う
ち
、
補
正
予
算
７
件
、
付
議
事
件
４
件
は

初
日
に
全
会
一
致
で
可
決
ま
た
は
同
意
。
３
月

３
日
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
た
条
例
１
件
は
全

会
一
致
で
可
決
。
残
り
の
条
例
５
件
と
当
初
予

算
７
件
、
付
議
事
件
１
件
は
、
３
月
９
日
か
ら

の
各
委
員
会
審
査
を
経
て
、
19
日
の
最
終
日
に
、

全
会
一
致
あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

 

19
日
の
最
終
日
は
、
追
加
提
案
の
補
正
予
算

１
件
、
意
見
書
１
件
、
決
議
２
件
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

市
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
案
件
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

で
き
ま
す
。

議決結果

議会が特に審査を深めたものや新規・重点事業の一部を紹介

予算審査特別委員会 での審査経過 

子育て世帯に対する支援の充実
こども誰でも通園制度や、小学１
年生へ成長に沿った本を贈るブッ
クセカンド事業を実施します。

会　計　名

介護保険

国民健康保険

後期高齢者医療

水道

下水道

病院

246,560

277,600

52,600

94,660

159,020

699,058

特　
別

企　
業

予算額（万円）

複合施設外観イメージ複合施設外観イメージ 留萌本線代替交通「きたそライナー号」留萌本線代替交通「きたそライナー号」

松本予算審査特別委員長

　３月３日の本会議で、全議員で構成する予算審査特別委員会を設置
し、松本議員が委員長に、新田議員が副委員長に就任し、４日間の委
員会審査を行いました。
　委員会では、各会計の担当課長等から予算の説明を受けた後、各委
員が予算書や補足資料に基づき所管から聞き取りを行い、理解を深め
るとともに疑問点を整理しました。その後、3月13日、16日、17日の
議場での委員会においては160項目にわたる質疑を行い、17日には各
会計について討論・採決を行いました。
　３月19日の本会議において松本委員長より、一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医
療特別会計、病院事業会計の４件が賛成多数、そのほかの３件については全会一致で「原案のと
おり可決すべきもの」との委員会報告が行われました。

90万円
複合施設整備事業の推進
施設愛称を「ふかふか」に決定し
令和８年11月の供用開始に向けて
建設工事などを進めていきます。

11億3,585万円
公共交通の確保・再構築
留萌本線の代替交通やＡＩデマン
ド交通の導入など、効率的で持続
可能な公共交通を再構築します。

6,273万円

脱炭素の推進
地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）の策定に加え、公用車に電
気自動車を導入します。

1,432万円
自治体ＤＸの推進
キャッシュレス公金収納やＡＩ電
話の導入など、デジタル技術を活
用した各種施策を展開します。

1,458万円1,458万円

公共施設の計画的な修繕
計画的な修繕により公共施設の長
寿命化を図るほか、災害時の避難
所などにエアコンを設置します。

6,898万円
消防車両の更新
災害対応特殊水槽付消防ポンプ自
動車及び可搬消防ポンプ積載資機
材搬送車を更新します。

9,308万円9,308万円

関係人口創出に向けた取組
空き家起業型地域おこし協力隊の
配置や保育園留学事業などを展開
し、関係人口を創出します。

3,993万円3,993万円
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Pick Up

Pick Up
複合施設

特別委員会設置の決議
回

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、予算、決議以外のものを付議事件としています。

特
別
委
員
会
の
設
置
・
複
合
施
設
の
調
査
終
了

条　例

8件
新年度予算

7件
補正予算※

13件
決　議

2件
付議事件※

8件 臨時会
第１回

定例会
第１回

全
会
一
致

■委 員 長　村上　　誠
■副委員長　伊藤美恵子
■委　　員　北村　　薫
　　　　　　有働　正夫
　　　　　　新田　　旺
　　　　　　松本　雅祐

　令和８年度の市政方針において、田中市長は、本
市の予算編成について、物価高騰や人件費の上昇、
高齢化に伴う福祉費の増加、公共施設の老朽化、大
型施設の市債償還などが予想される一方で、人口減
少などにより市税収入や地方交付税は減少する見込
みのため、その収支不足の対策として各基金を大幅
に取り崩さなければならない見通しであるとの認識
であり、この状況を受け、健全な財政基盤の確立と
市民生活の安定を目指して深川市中期行財政運営プ
ランを策定することを表明しました。
　本プランは、今後の市民生活に影響を及ぼすこと
が想定されるため、深川市議会として特別委員会を
設置し、十分な審議と幅広い調査を行っていきます。

　複合施設整備特別委員会は、令和５年12月６日に設置
し、令和６年第４回定例会において中間報告を行った以
降は、７年12月15日に委員会を開催し、深川市まちなか
交流施設（仮称）の管理運営等の考え方について、所管
から説明を受けました。委員からは、施設使用料算定の
考え方やシェアカフェの運用方法、既存サークルへの対
応、まちライブラリーや雑誌スポンサー制度といった新
たな取組などについて質疑や意見が出されました。
　その後、３月２日の令和８年第１回定例会初日におい
て、宮澤複合施設整備特別委員長が委員会での調査経過
と概要を報告し、本特別委員会における調査を終了しま
した。

中期行財政運営プラン特別委員会
を設置

複合施設整備特別委員会の調査を終了

宮澤複合施設整備
特別委員長　　　

令和８年度
市政の方針

【
条
　
　
例
】

■
深
川
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
北
新
小
学
校
保
護
者
有
志
の
会
、
北
新
小
学
校
学

区
内
町
内
会
連
合
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
深
川
市
と
深

川
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
令
和
９
年
４
月
に
北

新
小
学
校
を
一
已
小
学
校
に
統
合
す
る
よ
う
要
請
を

受
け
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
含
め
た
様
々
な
検
討
を

進
め
た
結
果
、
統
合
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
９
年
４
月
１
日
に
こ
れ

ら
２
校
を
統
合
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

■
深
川
市
ま
ち
な
か
交
流
施
設
条
例

　
深
川
市
ま
ち
な
か
交
流
施
設
は
、
市
民
の
多
様
な

交
流
及
び
生
涯
学
習
の
推
進
並
び
に
交
通
結
節
機
能

の
向
上
を
図
り
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
施
設
は
、

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
第
１
項
に
定
め
る
公
の
施

設
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
施
設
の
設
置

及
び
そ
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。

全
会
一
致

全
会
一
致

【
決
　
　
議
】

■
深
川
市
議
会
議
員
佐
々
木
一
夫
君
に
対
す
る
問
責

決
議

（
問
責
決
議
全
文
）

　
佐
々
木
一
夫
議
員
は
、
自
身
が
発
行
す
る
「
れ
い

わ
新
選
組
市
議
会
報
告
第
43
号
」
に
お
い
て
、
事
実

と
異
な
る
内
容
を
記
載
し
、
市
民
に
誤
解
を
招
く
文

書
を
配
布
し
て
い
る
。

　
一
つ
に
は
、
特
定
の
職
員
の
個
人
名
を
記
載
し
、

職
務
に
関
係
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と

は
、
個
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
僚
議
員
に

対
し
て
「
不
正
容
認
・
不
正
支
援
勢
力
」
「
無
知

（
恥
）
蒙
昧
者
」
な
ど
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
記
述

や
侮
辱
し
た
表
現
を
多
数
記
載
し
た
こ
と
は
、
議
員

の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
容
認
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
二
つ
に
は
、
議
場
の
秩
序
保
持
、
議
事
整
理
を
適

切
に
行
っ
て
い
る
議
長
に
対
し
て
、
「
質
問
取
り
や

め
を
強
要
」
「
議
長
の
立
場
を
は
き
違
え
た
愚
劣
な

質
問
妨
害
者
で
あ
る
」
な
ど
、
事
実
を
歪
曲
し
た
内

容
を
記
載
し
て
お
り
、
議
長
の
議
事
運
営
を
否
定
し

た
こ
と
は
、
地
方
自
治
法
や
会
議
規
則
を
無
視
し
た

不
適
切
極
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
。

全
会
一
致

　
三
つ
に
は
、
「
深
川
市
議
会
は
、
深
川
市
行
政
と

一
体
の
不
祥
事
隠
ぺ
い
機
関
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、

自
ら
も
構
成
員
の
一
人
で
あ
る
深
川
市
議
会
の
信
用

を
失
墜
さ
せ
、
市
民
に
無
用
な
誤
解
を
与
え
る
記
述

で
あ
り
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
議
員
が
発
行
す
る
「
市
議
会
報
告
」
は
、
議
会
で

の
審
議
内
容
や
重
要
な
決
定
事
項
に
つ
い
て
、
市
民

に
対
し
て
事
実
に
基
づ
き
正
確
に
情
報
提
供
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
発
言
の
自
由
、
表
現
の
自
由

を
盾
に
し
て
、
事
実
を
ね
じ
曲
げ
て
流
布
す
る
こ
と

は
、
議
員
と
し
て
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
佐
々
木
一
夫
議
員
は
過
去
に
４
回
の
問
責
決
議
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
市
議
会
報
告
の
不

適
切
内
容
を
質
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て

市
民
に
誤
解
を
招
く
文
書
を
配
布
し
て
い
る
。
自
身

の
発
言
責
任
に
つ
い
て
猛
省
を
求
め
、
問
責
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
提
出
者
か
ら
の
提
案
説
明
後
、
佐
々
木
議
員
か
ら

問
責
決
議
に
対
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
４
人
の
議
員
が
採
決
を
棄
権
し
、
出
席

議
員
の
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



No.264 06No.26407

Pick Up
議会改革

第１回
定例会

令和８年度深川市一般会計予算

令和８年度深川市国民健康保険特別会計
予算

令和８年度深川市後期高齢者医療特別会
計予算

令和８年度深川市病院事業会計予算

深川市税条例の一部を改正する条例につ
いて

深川市議会議員佐々木一夫君に対する問
責決議

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）

果
結
決
議

▼

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

伊
藤
美
恵
子

○

○

○

○

○

○

新
田
　
　
旺

○

○

○

○

○

○

有
働
　
正
夫

○

○

○

○

○

○

村
上
　
　
誠

●

●

●

○

●

棄

松
原
や
す
子

●

●

●

●

●

除

佐
々
木
一
夫

○

○

○

○

○

○

大
前
　
昭
代

○

○

○

○

○

○

田
畑
　
陽
美

○

○

○

○

○

○

北
村
　
　
薫

－

－

－

－

－

－

近
沢
　
弘
幸

○

○

○

○

○

○

鶴
岡
　
恵
司

○

○

○

○

○

棄

宮
澤
　
孝
司

○

○

○

○

○

棄

松
本
　
雅
祐

○

○

○

○

○

棄

山
本
　
時
雄

※賛成＝○、反対＝●、棄権＝棄、除斥（採決に加わることができない）＝除、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

【
人
事
案
件
】

■
深
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

【
意
見
書
】

■
生
産
現
場
に
寄
り
添
っ
た
農
業
政
策
を
求
め
る
意

見
書

　
岡
田　
博
樹　
さ
ん

　
青
木　
裕
幸　
さ
ん

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
　
野
原
利
浩
さ

ん
、
青
木
裕
幸
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
先
の

方
々
を
選
任
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

 

同
　
意

全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
送

付
し
ま
し
た

■正式な会期日程は、直前の議会運
営委員会で決定されます。詳しく
は深川市議会事務局へお問い合わ
せください。

■本会議は、いずれの日程も傍聴す
ることができます。当日、市役所
４階の議会事務局で受付していま
す。

24
㈬

本
会
議
４
日
目

22
㈪

常
任
委
員
会

19
㈮

常
任
委
員
会

18
㈭

本
会
議
３
日
目

17
㈬

本
会
議
２
日
目

16
㈫

本
会
議
１
日
目

6月
定例会の
予定

６/16～６/24〈9日間〉
時間はいずれも午前10時～

深川市議会基本条例（案）

意見募集（パブリックコメント）を実施します

を取りまとめました

　深川市議会では、市議会の在り方や役割を
より明確にし、市民に開かれ、市民の声を市
政にしっかり届ける議会をつくるため、深川
市議会基本条例（案）を取りまとめました。
　この条例では、「市民の代表として、どの
ような姿勢で活動していくのか」「どのよう
にして市民の声を市政に届けていくのか」
「市議会としてどのような責任を果たしてい
くのか」といった基本的な姿勢や議会が守る
べきルールを定めています。

・第７条（情報公開）では、本会議・委員会の原則公開、議事録や議員の表決結果の公
開を定め、市民に分かりやすく情報を届けることを規定しています。

・第８条（議会報告会）では、全議員が参加する議会報告会を開催し、市民に議会活動
を説明するとともに、市民意見を的確に把握することを規定しています。

・第17条（議会広報の充実）では、議会の重要な情報を常に市民へ周知すること、情報
通信技術も活用した広報の充実を図ることを規定しています。

基本条例って何？

条例内容の一部を紹介

１．市民への情報公開や説明責任

・第９条（市長等との関係）では、二元代表制の下、議会は市長等と緊張感のある関係
を保ちながら、市政のチェック機能の役割を果たす姿勢を示しています。また、市長
等は議会での質疑や質問の趣旨を確認することができ、論点を整理し、より建設的で
分かりやすい議論を行う仕組みについて規定しています。

２．市長との健全な緊張関係の保持

意 見 募 集 期 間
条例案の閲覧場所

意見を提出できる方
意見書の提出方法

■
■

■
■

４月30日（木）～５月29日（金）
市議会ＨＰ、市役所、市役所各支所、生きがい文化センター、
文化交流ホール「み・らい」、中央公民館、音江公民館
市内に在住、勤務、在学する方など
閲覧場所に備付け、または市議会ＨＰからダウンロードした
用紙に必要事項を記入し提出してください。
・郵送または持参　〒074-8650　深川市２条17番17号
　　　　　　　　　深川市議会事務局宛て
・ファクシミリ　0164-22-8134
・電 子 メ ー ル　gikai@city.fukagawa.lg.jpパブリックコメント
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一　般　質　問一　般　質　問

合
同
墓
に
故
人
名
を
刻
む
こ
と

墓
誌
を
含
む
設
備
導
入
を
検
討

深川市合同墓
「やすらぎの丘」
について：市HP

　11人の議員の一般質問を紹介します。掲載しきれ
なかったほかの質問は、深川市議会YouTubeチャ
ンネルや一般質問通告表で御覧いただけます。

質問した事項

■松本　雅祐 議員･･･08
・合同墓に故人名を刻むこと
・生きがい文化センターにエアコンを
■大前　昭代 議員･･･09
・福祉避難所の受入れ体制は
・スクールバスを地域の足として活用
■鶴岡　恵司 議員･･･10
・農業者の人材確保への取組
・令和７年度の市内の有効求人倍率は
■伊藤美恵子 議員･･･10
・公立高校の魅力づくり事業
・太陽光発電設備の規制条例について
■松原やす子 議員･･･11
・給付金の支給方法について
・福祉除雪助成事業について
■村上　　誠 議員･･･12
・麦・大豆施設増設への支援
・外国資本による土地購入について
■新田　　旺 議員･･･12
・拓大閉校後の在り方は
・広報紙配布のデジタル化を進めては
■田畑　陽美 議員･･･13
・地域全体で支える子育てを
・健康寿命延伸と健康づくりの推進
■山本　時雄 議員･･･14
・ふるさと納税の寄附状況は
・有害鳥獣の処理頭数について
■宮澤　孝司 議員･･･14
・パークゴルフ場の管理は
・旧職業訓練センターの管理について
■佐々木一夫 議員･･･15
・生活応援給付金の支給方法
・拓殖大学北海道短大の撤退について

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

まつもとまさひろ

「令和公明クラブ」
松本雅祐  議員

合同墓「やすらぎの丘」

　
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

妊
産
婦
、
医
療
的
ケ
ア
児
な

ど
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
方
は
、
市
が
指
定
し
て

い
る
福
祉
避
難
所
へ
避
難
す

る
。
福
祉
避
難
所
の
受
入
れ

可
能
人
数
や
備
蓄
品
の
状
況

及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
福
祉
避
難
所
は
、
市
内

９
施
設
と
協
定
を
締
結
し
、

約
50
人
の
受
入
れ
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
設
置
及
び
運

営
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。
福
祉
避
難

所
で
必
要
と
な
る
物
資
等
は
、

市
が
備
蓄
し
て
い
る
食
料
、

飲
料
水
の
ほ
か
、
毛
布
や
暖

房
設
備
、
マ
ス
ク
や
ア
イ
ソ

レ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ウ
ン
な
ど
の

感
染
症
対
策
用
品
を
必
要
に

応
じ
て
施
設
に
提
供
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

各
施
設
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
国
土
交
通
省
で
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
地
域
住
民
の

移
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
法

改
正
を
検
討
し
て
い
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
本
市
の
交
通

空
白
地
帯
に
お
け
る
移
動
手

段
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
活
用
す
る
考
え
を
伺
う
。

　
　
交
通
空
白
地
帯
に
お
け

る
移
動
手
段
と
し
て
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た

既
存
の
輸
送
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
は
、
有
効
な
選
択
肢

の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
は
交
通
空
白

地
帯
が
点
在
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
ル
ー
ト
が
そ
れ
ら

の
地
域
と
必
ず
し
も
一
致
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
は
通
学
支
援
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
、
運
行

時
間
や
運
行
形
態
に
一
定
の

制
約
が
あ
り
、
直
ち
に
地
域

交
通
と
し
て
転
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
す
。

福
祉
避
難
所
の
受
入
れ
体
制
は

指
定
９
施
設
と
連
携
し
研
究

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
地

域
の
足
と
し
て
活
用

　
　
合
同
墓
は
少
子
高
齢
化

に
伴
い
利
用
が
増
え
、
承
継

不
安
を
抱
え
る
市
民
の
重
要

な
受
皿
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
故
人
の
名
を
残
し
た
い

と
の
要
望
も
あ
り
、
合
同
墓

に
希
望
者
の
名
前
を
刻
む
仕

組
み
を
導
入
で
き
な
い
か
伺

う
。
　
　
墓
誌
の
設
置
は
、
表
示

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
将
来
的

な
維
持
管
理
費
の
負
担
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
合

同
墓
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の

事
情
は
多
様
で
あ
り
、
遺
族

の
心
情
に
丁
寧
に
寄
り
添
う

こ
と
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

合
同
墓
は
、
令
和
10
年
度
に

埋
蔵
予
定
数
の
上
限
に
達
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
新
た

な
合
同
墓
の
整
備
を
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
、
現
行
の
趣

旨
を
尊
重
し
つ
つ
、
遺
族
の

思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

墓
誌
を
含
む
設
備
導
入
や
柔

軟
な
運
用
方
法
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
近
年
、
猛
暑
日
が
増
え
、

熱
中
症
対
策
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
市
民
か
ら

は
生
き
が
い
文
化
セ
ン
タ
ー

に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
、
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
と
の
要

望
も
あ
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
深
川
市
で
は
、
市
役
所

ロ
ビ
ー
と
プ
ラ
ザ
深
川
の
２

か
所
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
に
指
定
し
て
お
り
、
暑

さ
を
避
け
る
場
所
と
し
て
一

般
に
開
放
し
、
熱
中
症
予
防

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
施
設

数
が
十
分
と
は
言
い
難
く
、

今
後
、
指
定
施
設
を
拡
充
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生

き
が
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
今
後
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
の

で
、
施
設
の
効
果
的
な
活
用

方
法
の
一
つ
と
し
て
受
け
止

め
ま
す
。

生
き
が
い
文
化
セ
ン

タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
を

避難所運営マニュ
アル等について：
市HP

おおまえあき よ

「民主クラブ」
大前昭代  議員

スクールバス
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農
業
に
関
心
を
持
つ
幅

広
い
層
に
深
川
へ
来
て
も
ら

う
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

将
来
の
農
業
や
地
域
を
守
る

た
め
に
、
市
が
中
心
と
な
っ

て
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
人
材
確
保
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
、
深
川
未

来
フ
ァ
ー
ム
、
Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
、
深
川
市
新
規
就
農
者

等
受
入
協
議
会
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
、
様
々
な
角
度

か
ら
新
規
就
農
者
の
確
保
及

び
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
将
来
に
備
え
た
人
材

確
保
の
取
組
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
と
考

え
ま
す
。
今
後
も
関
係
団
体

等
と
連
携
し
、
就
農
希
望
者

の
円
滑
な
就
農
・
定
着
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、
有
効
な
人
材
確

保
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
内
の
多
く
の
事
業
所

で
は
、
業
種
を
問
わ
ず
、
人

手
不
足
の
課
題
を
持
っ
て
い

る
と
聞
く
。
仕
事
は
あ
る
の

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
の
声
も
あ
る
が
、
令
和
７

年
度
の
市
内
に
お
け
る
有
効

求
人
倍
率
の
推
移
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
深
川
に

お
け
る
令
和
７
年
12
月
時
点

の
月
間
有
効
求
人
倍
率
は
、

深
川
地
区
１
・
38
倍
、
滝
川

地
区
０
・
92
倍
、
全
道
０
・

93
倍
、
全
国
１
・
17
倍
と
な

っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度

の
深
川
地
区
有
効
求
人
倍
率

の
推
移
は
、
最
も
低
い
月
で

１
・
38
倍
、
最
も
高
い
月
で

１
・
73
倍
と
な
っ
て
お
り
、

１
・
00
倍
を
上
回
る
高
い
水

準
で
推
移
し
、
求
職
者
に
と

っ
て
は
職
業
選
択
の
幅
が
広

が
る
一
方
、
企
業
に
と
っ
て

は
労
働
力
確
保
が
難
し
い
状

況
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

農
業
者
の
人
材
確
保
へ
の
取
組

定
着
に
向
け
た
取
組
を
推
進

公
立
高
校
の
魅
力
づ
く
り
事
業

協
働
体
制
の
在
り
方
を
検
討

令
和
７
年
度
の
市
内

の
有
効
求
人
倍
率
は

深川西高校・深川
東高校の魅力づく
りへの支援：市HP

深川市で農業をは
じめてみませんか
：市HP

深川西高校・深川東高校

つるおかけいじ

「公政クラブ」
鶴岡恵司  議員

い とう み　え　こ

「民主クラブ」
伊藤美恵子  議員

　
　
生
活
応
援
給
付
金
の
電

子
ク
ー
ポ
ン
で
の
交
付
に
つ

い
て
、
高
齢
者
か
ら
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
が
な
い
場
合
の

対
応
や
市
役
所
ま
で
の
交
通

費
負
担
な
ど
、
困
惑
や
不
満

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

支
給
方
法
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
今
回
は
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
迅
速
な
給
付
が
可
能

な
電
子
ク
ー
ポ
ン
方
式
を
採

用
し
ま
し
た
。
臨
時
窓
口
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

懇
切
丁
寧
に
対
応
し
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
紙
の
商
品
券

を
郵
送
す
る
こ
と
で
、誰
も

が
給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
事

業
検
討
に
当
た
っ
て
も
デ
ジ

タ
ル
化
は
避
け
ら
れ
な
い
と

考
え
ま
す
が
、
寄
せ
ら
れ
た

意
見
等
を
踏
ま
え
、よ
り
分

か
り
や
す
く
効
率
的
な
事
業

運
営
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、

自
宅
の
門
口
や
敷
地
の
除
雪

が
困
難
と
な
る
。
令
和
７
年

度
か
ら
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス

が
福
祉
除
雪
助
成
事
業
へ
変

更
さ
れ
、
利
用
者
の
戸
惑
い

は
な
か
っ
た
の
か
。
新
規
事

業
に
対
す
る
利
用
者
の
反
応

を
伺
う
。

　
　
令
和
６
年
度
ま
で
は
、

深
川
振
興
公
社
が
福
祉
除
雪

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

将
来
の
持
続
性
を
考
慮
し
、

７
年
度
か
ら
事
業
主
体
を
市

に
移
し
、
対
象
要
件
は
そ
の

ま
ま
に
利
用
者
負
担
を
見
直

し
て
、
福
祉
除
雪
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
た

に
一
定
の
自
己
負
担
が
発
生

す
る
こ
と
へ
の
懸
念
は
あ
り

ま
し
た
が
、
制
度
の
趣
旨
を

丁
寧
に
説
明
し
た
こ
と
で
大

き
な
混
乱
な
く
事
業
を
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
次
年
度
も

丁
寧
な
対
応
と
制
度
の
周
知

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
方
法
に
つ
い
て

効
率
的
な
事
業
運
営
を
検
討

福
祉
除
雪
助
成
事
業

に
つ
い
て

　
　
市
内
公
立
高
校
の
存
続

に
向
け
た
魅
力
づ
く
り
事
業

は
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
は

な
く
、
市
長
部
局
も
含
め
た

政
策
課
題
と
し
て
、
学
校
、

行
政
、
地
域
、
企
業
、
保
護

者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
対
応
を

伺
う
。

　
　
教
育
委
員
会
で
は
、
市

内
公
立
高
等
学
校
の
在
り
方

に
関
す
る
意
見
交
換
会
兼
魅

力
づ
く
り
に
向
け
た
検
討
会

を
開
催
し
、
多
様
な
関
係
者

か
ら
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
市
長
部
局
で
も
、

ま
ち
未
来
推
進
課
が
市
内
高

校
と
の
懇
談
を
継
続
し
、
学

校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
人
材
確

保
の
必
要
性
な
ど
の
意
見
も

伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

公
立
高
校
の
魅
力
づ
く
り
に

求
め
ら
れ
る
取
組
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
な
ど
も
含

め
た
協
働
体
制
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
大
規
模
な
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た

場
合
、
自
然
環
境
や
生
活
環

境
の
保
全
等
、
地
域
の
声
が

最
大
限
配
慮
さ
れ
る
よ
う
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
規
制
に

関
す
る
条
例
の
制
定
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

で
一
定
の
予
防
的
効
果
は
期

待
で
き
ま
す
が
、
条
例
に
は

事
業
そ
の
も
の
を
停
止
さ
せ

る
強
制
力
が
な
い
こ
と
に
加

え
、
事
業
者
へ
の
対
応
に
は

専
門
知
識
や
監
視
体
制
の
整

備
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
自

治
体
と
し
て
も
対
応
に
苦
慮

す
る
様
々
な
課
題
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
市
で
は
こ
れ

ま
で
太
陽
光
発
電
事
業
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
は
寄
せ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
状

況
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、
現

段
階
で
は
条
例
を
制
定
す
る

考
え
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

太
陽
光
発
電
設
備
の

規
制
条
例
に
つ
い
て

深川市福祉除雪助
成事業実施要綱

まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員
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Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が
令

和
10
年
産
か
ら
の
供
用
開
始

を
目
指
す
、
広
域
小
麦
・
大

豆
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
の
増

設
は
、
資
材
費
や
人
件
費
の

高
騰
に
よ
り
事
業
費
が
相
当

な
額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

市
と
し
て
の
支
援
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
小
麦
や
大
豆
な
ど
の
土

地
利
用
型
作
物
は
、
地
域
農

業
を
支
え
る
重
要
な
基
幹
作

物
で
あ
り
、
今
回
の
施
設
増

設
は
地
域
農
業
の
維
持
発
展

に
必
要
不
可
欠
で
す
。
一
方
、

資
材
等
高
騰
に
伴
い
建
設
費

が
増
大
し
、
施
設
整
備
に
伴

う
農
家
負
担
が
経
営
を
圧
迫

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
国
費
事
業
の
採
択

が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
国

費
に
よ
る
か
さ
上
げ
支
援
に

加
え
、
国
費
で
賄
い
き
れ
な

い
部
分
へ
の
市
と
し
て
の
支

援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
外
国
資
本
に
よ
る
土
地

の
購
入
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
る
。
本
市
周
辺
で
は
旭

川
市
の
カ
ム
イ
リ
ゾ
ー
ト
の

開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
市
は
地
理
的
に
も
投

資
先
と
し
て
有
望
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
状
況

を
伺
う
。

　
　
大
規
模
な
土
地
の
取
引

を
行
っ
た
際
に
は
、
国
土
利

用
計
画
法
に
よ
り
、
取
引
後

２
週
間
以
内
に
利
用
目
的
や

金
額
な
ど
を
地
方
自
治
体
に

届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な

土
地
の
売
買
に
つ
い
て
、
本

市
に
は
年
間
で
15
件
程
度
の

届
出
が
あ
り
ま
す
が
、
外
国

国
籍
と
見
受
け
ら
れ
る
取
引

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
届
出
さ
れ
た
土
地
の

地
目
は
ほ
と
ん
ど
が
山
林
で

あ
り
、
そ
の
利
用
目
的
に
つ

い
て
も
、
現
況
の
ま
ま
使
用

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

麦
・
大
豆
施
設
増
設
へ
の
支
援

国
費
事
業
を
活
用
し
支
援
検
討

拓
大
閉
校
後
の
在
り
方
は

学
校
法
人
と
連
携
を
図
り
対
応

外
国
資
本
に
よ
る
土

地
購
入
に
つ
い
て

広報ふかがわ：
市HP

広域小麦・大豆乾
燥調製貯蔵施設パ
ンフレット

広域小麦・大豆乾燥調製
貯蔵施設

市公式ＬＩＮＥでは広報
紙の電子書籍版を配信中

むらかみ まこと

「公政クラブ」
村上　誠  議員

にっ た あきら

「民主クラブ」
新田　旺  議員

　
　
今
後
は
行
政
が
担
う
子

育
て
支
援
に
加
え
、
地
域
全

体
で
子
育
て
を
支
え
る
と
い

う
視
点
を
一
層
強
め
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

地
域
全
体
で
子
供
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
た
、
市

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
地
域
全
体
で
子
供
を
育

て
る
環
境
づ
く
り
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
市
民
、
企
業
、

地
域
が
協
働
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
昨
年
制
定
し
た
深
川

市
こ
ど
も
子
育
て
条
例
の
理

念
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
取
組
を

継
続
し
つ
つ
、
支
援
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
る
と
と
も
に
、

先
進
事
例
を
参
考
に
効
果
的

な
手
法
の
研
究
を
進
め
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
環
境
の

充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、

地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
上

で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

市
民
一
人
一
人
が
無
理
な
く

関
わ
り
、
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
健
康
を
維
持
し
て
い

け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
今
後
の
展
望
を

伺
う
。

　
　
深
川
市
健
康
づ
く
り
計

画
に
基
づ
き
、
市
民
一
人
一

人
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、

誰
も
が
無
理
な
く
取
り
組
め

る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人

の
行
動
と
健
康
状
態
改
善
の

き
っ
か
け
に
も
な
る
健
康
診

断
の
受
診
勧
奨
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
具
体
的
な
健
康

づ
く
り
の
普
及
啓
発
や
、
住

民
主
体
の
活
動
へ
の
伴
走
支

援
も
継
続
し
、
地
域
全
体
で

健
康
づ
く
り
を
意
識
し
支
え

合
え
る
体
制
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
全
体
で
支
え
る
子
育
て
を

効
果
的
な
先
進
事
例
を
研
究

健
康
寿
命
延
伸
と
健

康
づ
く
り
の
推
進

　
　
令
和
９
年
３
月
の
拓
殖

大
学
北
海
道
短
期
大
学
の
閉

校
は
、
地
域
経
済
や
雇
用
、

人
口
動
態
に
直
結
す
る
重
要

課
題
で
あ
り
、
迅
速
か
つ
戦

略
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

閉
校
後
の
在
り
方
に
関
す
る

協
議
・
検
討
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

　
　
拓
殖
大
学
北
海
道
短
期

大
学
は
、
長
年
に
わ
た
り
高

等
教
育
の
機
会
を
提
供
し
、

地
域
振
興
に
も
大
き
く
貢
献

い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、

閉
校
の
影
響
を
強
く
懸
念
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
同
短
期

大
学
を
所
有
す
る
学
校
法
人

に
お
い
て
、
教
育
機
関
を
中

心
に
継
承
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
市
も

学
校
法
人
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

時
点
で
詳
細
を
示
せ
る
段
階

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
方
向
に

つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
広
報
紙
の
紙
媒
体
に
よ

る
配
布
は
、
環
境
負
荷
に
加

え
、
印
刷
費
や
配
送
経
費
の

増
大
、
町
内
会
役
員
の
負
担

も
大
き
い
。
今
後
、
デ
ジ
タ

ル
配
信
を
進
め
、
市
民
が
媒

体
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
を

導
入
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。
　
　
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
媒

体
の
選
択
制
を
導
入
す
る
た

め
に
は
、
各
世
帯
へ
の
意
思

確
認
に
加
え
、
新
規
入
居
者

へ
の
確
認
作
業
や
配
布
再
開

の
要
望
取
り
ま
と
め
な
ど
、

多
く
の
追
加
作
業
を
町
内
会

に
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
媒
体
に
は
、

環
境
負
荷
の
軽
減
や
印
刷
経

費
等
の
削
減
と
い
っ
た
利
点

が
あ
る
一
方
で
、
町
内
会
の

負
担
が
増
え
る
大
き
な
課
題

も
あ
り
、
現
段
階
で
は
媒
体

の
選
択
制
を
導
入
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
ま
す
。

広
報
紙
配
布
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
は

健康づくり事業のイメー
ジ

深川市健康づくり
計画：市HP

た ばたはる み

「民主クラブ」
田畑陽美  議員
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深川リバーサイドパーク
ゴルフ場

　
　
昨
年
は
全
国
的
な
米
不

足
が
騒
が
れ
る
中
、
米
価
が

市
場
開
始
以
来
の
高
値
と
な

り
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
で
も
米
が
最
も
選
ば

れ
た
。
米
価
の
高
騰
は
続
い

て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
状
況

を
伺
う
。

　
　
令
和
８
年
２
月
末
時
点

の
寄
附
額
は
約
６
億
４
千
万

円
で
、
前
年
同
時
期
と
比
較

し
約
40
％
と
な
り
、
昨
年
よ

り
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

昨
年
度
は
全
国
的
な
米
不
足

と
い
う
特
殊
な
社
会
情
勢
の

中
で
、
本
市
の
主
力
返
礼
品

で
あ
る
米
に
対
し
て
高
い
注

目
と
需
要
が
集
ま
っ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と

分
析
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

前
々
年
度
の
同
時
期
と
の
比

較
で
は
、
約
１
０
１
％
と
微

増
し
て
お
り
、
寄
附
額
は
本

来
の
安
定
し
た
寄
附
推
移
に

戻
り
つ
つ
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　
　
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
に

お
け
る
有
害
鳥
獣
の
処
理
頭

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
と

思
う
が
、
令
和
５
年
度
か
ら

現
在
ま
で
の
エ
ゾ
シ
カ
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
処
理
頭
数
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
に

お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
、
ア
ラ
イ

グ
マ
の
処
理
頭
数
に
つ
い
て
、

エ
ゾ
シ
カ
は
令
和
５
年
度
が

５
１
５
頭
、
６
年
度
が
４
８

１
頭
、
７
年
度
は
１
月
末
現

在
で
５
１
５
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ

は
令
和
５
年
度
が
８
２
５
頭
、

６
年
度
が
７
２
５
頭
、
７
年

度
は
１
月
末
現
在
で
９
１
７

頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
度
は
、
エ
ゾ
シ
カ
、
ア

ラ
イ
グ
マ
共
に
、
過
去
２
か

年
の
実
績
を
大
き
く
上
回
る

ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
状
況
は

寄
附
額
は
安
定
的
に
推
移

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
は

快
適
な
環
境
維
持
に
努
め
る

有
害
鳥
獣
の
処
理
頭

数
に
つ
い
て

深川リバーサイド
パークゴルフ場：
市HP

アライグマ等の捕
獲について：市H
P

有害鳥獣処理施設

やまもととき お

「令和公明クラブ」
山本時雄  議員

みやざわたかし

「令和公明クラブ」
宮澤孝司  議員

学生募集停止を発表した
拓殖大学北海道短期大学

　
　
臨
時
会
で
は
、
私
だ
け

が
給
付
額
が
他
町
よ
り
少
な

い
理
由
や
特
に
高
齢
者
は
電

子
ク
ー
ポ
ン
対
応
が
困
難
と

の
質
疑
を
し
た
。
指
摘
ど
お

り
混
乱
と
不
満
が
生
じ
て
い

る
が
、
今
か
ら
で
も
高
齢
者

は
現
金
給
付
に
切
り
替
え
る

考
え
は
。

　
　
本
事
業
は
、
現
時
点
で

約
８
割
の
方
が
受
給
を
完
了

さ
れ
、
こ
の
う
ち
９
割
近
い

方
が
電
子
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る

給
付
を
選
択
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
現
金
給
付
に

切
り
替
え
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
や

操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
案
内
チ
ラ
シ

な
ど
に
連
絡
先
を
明
示
し
て

お
り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
役
所
の
臨
時
窓
口
で

丁
寧
に
説
明
し
、
必
要
に
応

じ
て
商
品
券
を
送
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
既
に
指
摘
し
て
き
た
が
、

多
額
の
補
助
金
を
投
じ
て
き

た
短
大
の
撤
退
に
対
し
、
短

大
に
全
て
を
任
せ
る
の
で
は

な
く
広
範
な
有
識
者
会
議
を

設
置
し
、
市
と
し
て
の
対
策

協
議
と
市
民
へ
の
情
報
公
開

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
拓
殖
大
学
北
海
道
短
期

大
学
の
閉
学
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
同
短
期
大
学
を
所

有
す
る
学
校
法
人
に
お
い
て
、

教
育
機
関
を
中
心
に
継
承
の

可
能
性
を
検
討
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
学
校
法
人
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
そ
れ

以
上
の
こ
と
を
お
示
し
で
き

る
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
議
員
の
提
言
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

生
活
応
援
給
付
金
の
支
給
方
法

丁
寧
に
説
明
し
柔
軟
に
対
応

拓
殖
大
学
北
海
道
短

大
の
撤
退
に
つ
い
て

　
　
芝
枯
れ
の
状
況
を
踏
ま

え
た
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ
ン
時
期

と
、
総
合
運
動
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
増
設
を

含
む
利
用
者
の
要
望
を
踏
ま

え
た
コ
ー
ス
整
備
な
ど
、
今

後
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
伺

う
。
　
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
、
芝
の
回
復
状

況
を
慎
重
に
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
、
養
生
に
時
間
を
要

す
る
場
合
は
オ
ー
プ
ン
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
終
的
な
オ
ー
プ
ン
時
期
は
、

雪
解
け
後
の
芝
の
状
態
な
ど

を
見
て
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、

総
合
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
は
、
利
用
者
か
ら

整
備
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
コ
ー
ス
の
配
置

や
管
理
方
法
、
運
営
体
制
な

ど
の
研
究
が
必
要
で
す
。
今

後
も
適
正
な
管
理
を
行
い
、

快
適
に
プ
レ
ー
で
き
る
環
境

維
持
に
努
め
ま
す
。

　
　
ふ
か
が
わ
氷
雪
ま
つ
り

が
令
和
７
年
の
開
催
を
も
っ

て
終
了
し
、
施
設
の
活
用
見

込
み
が
な
く
な
っ
た
。
草
刈

り
や
屋
根
雪
の
処
理
な
ど
、

地
域
に
配
慮
し
た
管
理
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
利

活
用
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
旧
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

は
、
建
築
か
ら
年
数
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
必
要
な
範
囲
で

最
低
限
の
管
理
を
行
い
、
安

全
な
状
態
を
確
保
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
夏
季

の
草
刈
り
や
冬
季
の
落
雪
に

つ
い
て
は
、
近
隣
住
民
が
季

節
ご
と
に
不
安
を
抱
か
れ
る

点
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
心
配

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

旧
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
の
管
理
に
つ
い
て

拓殖大学北海道短
期大学HP

さ　さ　き かず お

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
　　　　  チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

問合先：深川市議会事務局内

政務活動費

令和７年度政務活動費収支報告
　議員の調査研究等の活動に資するために必要な経費の一部として、議員１人当たり年額12万円
までを会派に対し政務活動費として交付することができます。
　令和７年度の各会派における政務活動費の収支内訳は以下のとおりです。 （単位：円）

0312,170

会　派 収入
（交付限度額） 支 出 資　料

購入費
   調査研究費

及び要請・陳情活動費
（主な内容） 

研修費
（主な内容） 広報費

公　政
クラブ
[５人 ]

10月９日～11日
　○第87回全国都市問題
　　会議（栃木県）ほか
10月23日
　○北海道庁要請活動

343,080343,080
(600,000)

30,9100

　64,700398,860

民　主
クラブ
[４人 ]

８月27日～28日
　○第20回全国市議会議
　　長会研究フォーラ
　　ム（札幌市）
10月９日～10日
　○第87回全国都市問題
　　会議（栃木県）

８月27日～28日
　○第20回全国市議会議
　　長会研究フォーラ
　　ム（札幌市）

11月18日～19日
　○メタバース活用によ
　　る不登校対策
　　（帯広市）

10月27日～28日
　○全国地方議員交流研
　　修会（札幌市）
　　　　　　　ほか３件

２月19日
　○令和の地方議会に求
　　められる議員力アッ
　　プ研修（オンライン）
　　　　　　　ほか１件

480,000480,000
(480,000)

4,44012,000

60,44040,360

令和公明
クラブ
[３人 ]

５月７日～９日
　○令和７年度全国市町
　　村議会議員研修
　　（滋賀県）

120,600120,600
(360,000)

19,8000

00れいわ
新選組
[１人 ]

日本共産党
[ １人 ]

　　　120,000120,000
(120,000)

0120,000

87,52032,480

120,000120,000
(120,000)

00

※政務活動費に充てることができる経費の範囲は条例等で定められています。
　実績報告書や収支報告書の詳細はホームページで確認できます。


